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角
田
市
農
業
振
興
公
社
の
第
二
十
三
回

総
会
（
定
時
）
が
五
月
三
十
一
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
角
田
駅
オ
ー
ク
プ

ラ
ザ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
三

十
七
人
の
会
員
が
出
席
（
議
決
権
行
使
書

出
席
含
め
一
〇
九
人
）
し
ま
し
た
。 

開
会
に
当
た
り
、
大
友
理
事
長
が
、
角

田
市
の
今
年
産
の
主
食
用
米
の
作
付
目
安

の
状
況
や
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
農
地
中

間
管
理
事
業
を
受
託
し
、
平
成
三
十
年
度

は
百
四
十
九
ｈ
ａ
の
貸
し
借
り
の
実
績
に

な
っ
た
旨
を
挨
拶
し
ま
し
た
。
大
河
原
地

方
振
興
事
務
所
の
農
業
振
興
部
長
阿
部
総

明
様
は
じ
め
角
田
市
議
会
議
長
柄
目
孝
治

様
、
宮
城
県
議
会
議
員
長
谷
川
洋
一
様
よ

り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
桜
地
区
の

太
田
照
男
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、「
平
成

三
十
年
度
事
業
の
報
告
と
正
味
財
産
増
減

計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
の
承

認
に
つ
い
て
」
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

の
二
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議

案
と
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

           

 
          「

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
は
現
役
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

理
事
十
五
名
（
う
ち
五
名
新
任
）
と
監
事

二
名
が
（
う
ち
一
名
新
任
）
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 

    
 

         

「
監
査
の
選
任
に
つ
い
て 

   

【
退
任
さ
れ
た
理
事
】 

 

佐
藤
喜
一
氏
（
北
郷
）、
岸
浪
俊
一
氏
（
角

田
）
、
佐
藤
さ
き
子
氏
（
西
根
）
松
沢
栄
子

氏
（
角
田
）、
八
巻
裕
一
氏
（
桜
） 

【
新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事
】 

 

日
下 

徳
彦
氏
（
西
根
）
、
堀
米
浩
二
氏

（
西
根
）
、
宍
戸
明
美
氏
（
北
郷
）
、
笠
松

郁
子
氏
（
枝
野
）、 

三
浦 

徹
氏
（
西
根
） 

※
役
員
は
下
記
の
方
々
で
す
。
（
順
不
同
） 

 

【
理
事
】
大
友
喜
助
氏
、
浅
野
清
氏 

横
山
誠
一
氏
、
日
下
徳
彦
氏 

        
 

 
 

亀
谷
久
雄
氏
、
佐
藤
正
友
氏 

 
 

 
 

邊
辺
俊
博
氏
、
堀
米
浩
二
氏 

 
 

 
 

三
浦 

徹
氏
、
宍
戸
明
美
氏 

 
 

 
  

熊
谷
繁
寿
氏
、
面
川
義
明
氏 

        

遠
藤
裕
一
氏
、
笠
松
郁
子
氏 

        

森
谷 

茂
氏 

【
監
事
】
高
橋
俊
明
氏
、
泉 

隆
司
氏 

                

角
田
の
農
産
物
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
特
別
会
員
の
皆
様
に
お

届
け
す
る
た
め
の
生
産
者
打
ち
合
わ
せ
会

が
六
月
六
日
、
角
田
市
農
業
振
興
公
社
、

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
は
、
特
別
会
員
の
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
農
産
物
を
生
産
し
、
お

届
け
し
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
会
議

で
米
、
梅
干
し
、
長
い
も
、
梨
の
生
産
者

ら
七
名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら
昨
年
度
ま
で

の
申
込
口
数
の
推
移
及
び
申
込
者
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
農
畜
産
物
の
品
目
別

基
準
等
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン

ケ 
      

ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
普
段
ス
ー
パ

ー
で
購
入
し
て
い
る
も
の
と
は
全
く
違
う

美
味
し
さ
で
び
っ
く
り
し
た
、
食
べ
た
家

族
や
友
人
達
に
も
評
判
が
良
か
っ
た
等
と

て
も
満
足
し
ま
し
た
と
い
う
意
見
が
多
く

ま
た
次
回
も
購
入
し
た
い
と
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
利
用
者
と
生
産

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
打
ち
合
わ
せ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
特
別
会
員
事
業
に
ご
賛
同
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
、
よ
り

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
生
産
者
の
皆

様
と
角
田
市
農
業
振
興
公
社
が
一
体
と
な

り
対
応
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

今
年
度
も
募
集
案
内
を
発
送
し
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

               

   

農
業
振
興
公
社
だ
よ
り 

公
益
社
団
法
人 

角
田
市
農
業
振
興
公
社 
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◆ 発 行 ◆ 

第
二
十
三
回
総
会
（
定
時
）
開
か
れ
る 

一
層
の
満
足
提
供
に
向
け
て 

～
特
別
会
員
農
産
物
生
産
者
の
会
議
開
く
～ 

△活発な意見を出し合う生産者 

△議長の太田照男氏 

 

△総会の様子 

 

大
友
理
事
長
、 

浅
野
副
理
事
長
が
再
任 

定
時
総
会
終
了
後
、
新
た
に
選
任
さ
れ

た
理
事
、
監
事
が
出
席
し
て
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
理
事
長
、
副
理
事
長
の
選
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
理
事
長
に

大
友
喜
助
氏
（
角
田
市
長
）、
副
理
事
長
に

浅
野
清
氏
（
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
組
合
長
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 
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去
る
四
月
十
六
日
（
火
）
午
後
六
時
よ

り
仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
セ
ミ
ナ

ー
ル
ー
ム
に
お
い
て
角
田
市
農
業
機
械
銀

行
（
理
事
長 

菊
地
勝
治
／
会
員
数
三
十
人
）

第
四
十
五
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
に
角
田
市
農
林
振
興
課
課
長
堀

米
浩
二
氏
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
代
表
理
事

組
合
長
浅
野
清
氏
を
迎
え
、
本
人
出
席
十

三
名
、
委
任
状
出
席
七
名
、
計
二
十
名
の

出
席
で
開
会
。 

             

は
じ
め
に
菊
地
理
事
長
か
ら
、
角
田
市

農
業
機
械
銀
行
も
後
継
者
不
足
と
高
齢
化

に
よ
り
農
業
か
ら
引
退
す
る
農
家
が
増
え

農
作
業
一
部
委
託
か
ら
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
事
業
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
全
面
委
託
に
移
行
し
受
託
面
積
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
会
員
も
減
少

は
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
今
後
も
需
要
が
あ
る
限
り
会
員
並
び

に
角
田
市
・
関
係
機
関
と
も
密
接
に
連
携

し
、
地
域
農
業
振
興
の
た
め
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
堀
米
課
長
よ
り
角
田
市
の
農

業
の
現
状
・
農
政
講
演
会
の
開
催
・
道
の

駅
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
、

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
浅
野
組
合
長
か
ら
は
、

四
十
五
年
間
の
機
械
銀
行
の
果
た
し
て
き

た
役
割
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
激
励
を

受
け 

ま
た
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情
勢
に

つ
い
て
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

議
長
に
北
郷
地
区
の
森
谷
茂
さ
ん
を
選
出

事
業
報
告
や
収
支
決
算
、
今
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
（
案
）・
役
員
選
任
な
ど
第
一

号
～
第
七
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
を
行
い

原
案
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
場
所
を
変
え
て
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

遅
く
ま
で
情
報
交
換
と
さ
ら
な
る
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。 

     

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
（
森
谷
茂
会

長 

会
員
五
十
四
名
）
は
、
六
月
七
日
「
ふ

る
里
」
に
お
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

書
の
承
認
な
ど
五
案
件
を
審
議
し
、
全
議

案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
二

十
九
名
（
本
人
出
席
十
名
）
の
会
員
が
出

席
し
、 

は
じ
め
に
森
谷
会
長
が
開
会
挨

拶
を
述
べ
た
後
、
大
友
市
長
よ
り
ご
祝
辞

（
堀
米
農
林
振
興
課
長
代
読
）
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。 

事
業
報
告
で
は
、
全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
及
び
仙
南
地
域
担
い
手
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
研
修
会
へ
の
参
加
及
び
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
高

橋
理
事
長
を
お
招
き
し
て
「
ふ
る
さ
と
回

帰
運
動
の
い
ま
を
語
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
会
を
開
催
し
た
こ
と
、
健
康
増
進

事
業
（
破
傷
風
予
防
接
種
・
脳
検
診
）
の

内
容
等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
度
も
農
業
経
営
者
会
議
と
し
て
は

恒
例
の
市
長
と
の
農
政
懇
談
会
を
は
じ
め

と
し
、
安
心
・
安
全
な
農
作
業
に
従
事
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
健
康
増
進
活
動
を
今

後
と
も
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
視
察
、

セ
ミ
ナ
ー
及
び
講
演
等
に
対
し
て
積
極
的

に
参
加
、
開
催
し
個
々
の
農
業
経
営
に
対

す
る
知
恵
、
情
報
等
を
多
く
の
会
員
と
共

有
し
な
が
ら
角
田
市
の
農
業
発
展
に
努
め

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

最
後
に
役
員
改
選
の
結
果
、
会
長
・
森

谷
茂
氏
、
副
会
長
・
三
浦
徹
氏
、
星
光
彦

氏
、
会
計
・
佐
藤
竜
治
氏
、
監
事
・
伊
藤

稔
氏
、
佐
藤
清
彦
氏
、
白
戸
康
一
氏
が
選

出
さ
れ
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

                 

    

か
く
だ
の
地
酒
を
楽
し
む
会
（
岸
浪
俊

一
会
長
）
で
は
、
今
年
も
純
米
大
吟
醸
『
牟

宇
姫
』
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
四
月

十
九
日
、
仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

を
会
場
に
「
会
員
の
集
い
と
『
牟
宇
姫
』

を
楽
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
大
友
角
田
市
長
並
び
に
新
澤

醸
造
店
の
浅
野
様
の
ご
臨
席
の
も
と
、
市

内
外
か
ら
女
性
も
含
め
四
十
四
名
に
も
及

ぶ
『
牟
宇
姫
』
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
出
身
の

荒
川
隆
前
農
水
省
局
長
も
飛
び
入
り
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。『
牟
宇
姫
』
は
や
っ
ぱ

り
美
味
い
と
の
声
が
し
き
り
で
、
用
意
し

た
新
酒
は
あ
っ
と
い
う
間
に
飲
み
干
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
「
来
年
ま

で
待
て
な
い
」
、
「
も
っ
と
飲
み
た
い
」
と

の
声
が
し
き
り
で
し
た
。
会
員
の
紹
介
で

参
加
し
た
女
性
も
、
飲
み
や
す
く
て
お
い

し
い
是
非
来
年
は
会
員
に
な
り
た
い
と
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
登
録
し
て
い
き
ま
し
た
。

来
年
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

             

角
田
市
農
業
機
械
銀
行
の 

 
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た △あいさつする菊地理事長 

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
の 

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た 

△あいさつする森谷会長 

純
米
大
吟
醸 

 

『
牟
宇
姫
』
を
堪
能
！ 

※純米大吟醸『牟宇姫』は、か
くだの地酒を楽しむ会が企画し
て大崎市の新澤醸造店に依頼し
限定醸造（1.8ℓ 570本）しまし
た。角田産酒米「美山錦」を使
用し、市内の故郷かくだ銘酒会
の酒店から会員に販売されまし
た。 
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角
田
市
農
業
青
色
申
告
会
（
面
川
義
明
会

長 

会
員
六
十
八
名
）
で
は
、
税
理
士
に

よ
る
代
理
申
告
相
談
会
を
三
月
八
日
に
Ｊ

Ａ
の
申
告
会
と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
申
告
相
談
会
は
、
こ
の
時
期
に
大
河

原
税
務
署
よ
り
税
理
士
さ
ん
を
派
遣
し
て

頂
き
開
催
し
て
い
る
も
の
で
今
年
で
十
二

年
目
に
な
り
ま
す
。 

当
日
は
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
ソ
リ
マ
チ

の
農
業
簿
記
ソ
フ
ト
や
確
定
申
告
作
成
ソ

フ
ト
で
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
国
税
庁
の
Ｅ

―
Ｔ
Ａ
Ｘ
ソ
フ
ト
に
事
前
に
取
り
込
み
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
し
て
い
た
も
の
を
税
理

士
さ
ん
に
内
容
を
確
認
し
て
頂
き
ま
し
た 

そ
の
後
、
税
理
士
さ
ん
の
電
子
署
名
を

添
付
し
て
六
十
七
名
の
会
員
が
所
得
税
や

消
費
税
の
申
告
、
青
色
申
告
の
承
認
届
出
、

消
費
税
の
課
税
事
業
者
届
出
な
ど
を
国
税

庁
のE

―T
A

X

ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
を
行
い
ま
し
た 

ま
た
、
Ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
使
っ
て
個
人
送

信
す
る
会
員
も
増
え
、
Ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
申

告
す
る
会
員
が
昨
年
よ
り
も
八
名
増
え
ま

し
た
。 

      

二
月
十
四
日
、
角
田
市
農
業
青
色
申
告

会
（
面
川
義
明
会
長
）
と
角
田
地
域
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
と
共
催
で
農
業

青
色
申
告
会
の
会
員
ら
を
対
象
に
、
農
業

簿
記
操
作
研
修
会
（
決
算
編
・
確
定
申
告

作
成
編
）
を
公
社
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。 

研
修
会
に
は
午
前
、
午
後
を
合
わ
せ

て
十
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

ソ
リ
マ
チ
株
式
会
社
よ
り
講
師
を
お
招

き
し
て
、
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
１
０
の
ソ

フ
ト
と
研
修
用
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
、
減

価
償
却
資
産
の
減
価
償
却
費
の
転
送
計
上

家
事
関
連
費
の
転
送
計
上
の
方
法
な
ど
青

色
申
告
決
算
書
と
確
定
申
告
書
の
作
成
及

び
出
力
ま
で
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

長
時
間
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受

講
さ
れ
た
会
員
は
講
師
の
先
生
に
質
問
す

る
な
ど
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
                 

     

四
月
十
九
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
、
角
田
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
公
社
顧
問
の
前
農
林
水
産
省
農

村
振
興
局
長
の
荒
川
隆
氏
を
講
師
に
迎
え

て
「
農
業
・
農
村
政
策
の
課
題
と
展
開
方

向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
農
政
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
角

田
市
農
業
振
興
公
社
及
び
角
田
市
農
業
再

生
協
議
会
の
共
催
で
開
催
し
た
も
の
で
、

昨
年
十
月
に
当
公
社
の
顧
問
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
初
め
て
の
角
田
市
で
の
講
演
会

で
し
た
。 

              

当
日
は
、
午
前
中
に
「
道
の
駅
か
く
だ
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
そ
ち
ら
に
も

出
席
し
て
頂
き
、
そ
の
後
の
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。
多
く
の
認
定
農
業
者
や
農
業

関
係
者
七
十
五
名
が
聴
講
し
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
、
最
近
の
農
政
の
動
向
で
、

「
産
業
政
策
」
と
「
地
域
政
策
」
を
車
の

両
輪
し
て
進
め
る
必
要
性
を
、
最
近
の
政

策
と
絡
め
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

 

農
業
は
農
地
の
上
で
営
ま
れ
る
も
の
と

し
て
、
農
地
は
移
動
不
可
能
。
農
業
経
営

に
は
地
域
と
の
調
和
が
不
可
欠
と
し
て
、

「
産
業
政
策
」
と
「
地
域
政
策
」
ど
ち
ら

か
一
方
で
は
ぜ
っ
た
い
に
ダ
メ
。
展
開
方

向
と
し
て
は
、
ミ
ク
ロ
の
好
循
環
と
し
て

の
経
営
体
の
規
模
拡
大
→
効
率
化
→
新
市

場
獲
得
→
所
得
向
上
と
マ
ク
ロ
の
悪
循
環

と
し
て
の
リ
タ
イ
ア
農
家
出
現
→
耕
作
放

棄
地
・
集
落
崩
壊
→
人
口
減
少
と
ど
う
調

和
さ
せ
る
か
が
、
真
の
農
政
の
課
題
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、

産
業
政
策
で
は
、
形
だ
け
に
こ
だ
わ
り
『
何

を
作
り
ど
こ
に
売
る
か
の
』
の
産
業
と
し

て
の
肝
腎
な
視
点
が
欠
落
。
地
域
政
策
で

は
、
短
期
的
な
効
果
ば
か
り
求
め
る
姿
勢
。 

で
は
ど
う
す
る
か
。
何
が
売
れ
る
か
の

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
。
売
れ
る
も
の
を
つ
く

る
環
境
整
備
。
プ
ロ
が
も
の
を
売
る
仕
組

み
づ
く
り
。
行
政
が
乗
り
や
す
い
事
例
と

し
て
は
、
コ
メ
単
作
地
帯
で
の
売
れ
る
野

菜
づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
整
備
（
水
田
汎

用
化
・
先
進
施
設
栽
培
の
導
入
）
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
政
策
と
し
て
、

四
つ
の
「
も
ら
う
」。
知
っ
て
も
ら
う
。
来

て
も
ら
う
。
つ
か
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
来

て
も
ら
う
。「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」「
ジ
ビ
エ
」

「
農
泊
」「
Ｉ
Ｔ
定
住
促
進
」
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
上
げ
て
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た 

な
お
、
荒
川
隆
氏
は
、
角
田
市
の
出
身

で
、
大
学
卒
業
後
農
林
水
産
省
に
入
省
し
、

昨
年
七
月
に
農
村
振
興
局
長
で
退
官
さ
れ

た
方
で
す
。 

               

派
遣
税
理
士
に
よ
る 

代
理
送
信
申
告
を
開
催
し
ま
し
た 

～
角
田
市
農
業
青
色
申
告
会
～ 

△派遣税理士による代理申告風景 

ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
操
作
研
修
会(

決

算
・
確
定
申
告
書
作
成
編)

を
開
催
～

角
田
市
農
業
青
色
申
告
会
～ 

農
政
講
演
会
を
開
催 

～
公
社
顧
問
荒
川
隆
氏
～ 
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今
年
も
六
月
十
八
日
（
火
）
に
あ
ぶ
く

ま
農
学
校
第
一
回
運
営
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
面
川
農
場
（
株
）

代
表
取
締
役
の
面
川
義
明
氏
を
は
じ
め
と

す
る
農
業
経
営
体
他
三
経
営
体
、
社
会
福

祉
法
人
臥
牛
三
敬
会
（
虹
の
園
）
、
大
河
原

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
み
や
ぎ
仙
南

農
協
、
角
田
市
農
林
振
興
課
、
「
土
の
塾
」

塾
長
小
松
光
一
氏
の
九
名
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                 

今
年
も
、
夏
に
「
土
の
塾
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
東
京
農
業
大
学
か
ら

三
名
の
参
加
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
若

干
名
増
え
る
見
込
み
が
あ
り
更
な
る
活
性

が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

「
出
前
塾
」
に
つ
い
て
は
今
年
も
目
黒

区
の
夏
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
と
秋
の
販
売
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
さ
ら
に
目
黒
区
の
各

住
区
の
お
祭
り
等
に
も
角
田
産
の
農
産
物

を
出
品
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
目
黒
区
に
対
し
て
角
田
市
を
よ
り
Ｐ

Ｒ
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

「
風
の
塾
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
十
一

月
に
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
山

形
に
若
手
担
い
手
四
名
が
参
加
し
、
全
国

の
担
い
手
農
家
と
の
情
報
交
換
及
び
交
流

を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

静
岡
県
が
開
催
地
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

昨
年
同
様
、
参
加
す
る
方
向
で
進
め
て
い

き
ま
す
。 

今
年
度
も
農
業
簿
記
の
資
格
取
得
に
向

け
て
勉
強
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
昨
年
受
講
の
十
一
名
の
方
々
に

も
更
な
る
上
級
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た

く
十
一
月
の
試
験
に
向
け
て
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
き
た
い
旨
を
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

     

角
田
市
と
友
好
都
市
の
東
京
都
目
黒
区

に
学
び
舎
の
あ
る
東
京
工
業
大
学
の
留
学

生
十
五
名
が
、
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
角
田
市
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

農
村
の
生
活
・
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
同
大
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
「
農

村
体
験
交
流
旅
行
」
と
し
て
企
画
し
た
も

の
で
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
今
年
で
十
一
年
目
に
な
り
ま
す
、
こ
れ

ま
で
に
一
七
九
名
の
受
け
入
れ
実
績
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入

れ
は
「
ア
ジ
ア
の
農
民
と
手
を
つ
な
ぐ
会
」

（
面
川
義
明
代
表
）
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
九
カ
国
の
留
学

生
が
、
七
軒
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
分

か
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。 

【
一
日
目
】
～
二
月
十
九
日
～ 

一
日
目
は
、
バ
ス
で
角
田
宇
宙
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
、
そ
の
後
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対
面

式
及
び
歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。
歓
談
の

途
中
で
お
神
楽
を
見
学
し
、
余
興
で
学
生

た
ち
が
歌
を
唄
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
を
踊
っ

た
り
な
ど
次
第
に
打
ち
解
け
、
盛
会
裡
に

終
了
し
ま
し
た
。 

                  【
二
日
目
】
～
二
月
二
十
日
～ 

二
日
目
は
、
西
根
五
区
公
民
館
（
山
の

内
分
校
）
で
蕎
麦
打
ち
体
験
し
、
Ａ
班
、

Ｂ
班
に
分
か
れ
て
学
生
た
ち
が
打
っ
た
蕎

麦
の
食
べ
比
べ
を
す
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
し
た
後
、
被
災
地
の
中
浜
小
学
校

見
学
し
、
亘
理
町
の
イ
チ
ゴ
農
園
さ
ん
で

イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

                

【
三
日
目
】
～
二
月
二
十
一
日
～ 

三
日
目
は
、
各
自
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

終
日
研
修
し
、
東
根
小
学
校
に
訪
問
し
児

童
と
交
流
し
学
校
給
食
を
一
緒
に
食
べ
た

り
と
角
田
市
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

                

【
四
日
目
】
～
二
月
二
十
二
日
～ 

最
終
日
は
、
オ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
お
別
れ

会
を
開
催
し
、
留
学
生
・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
感
想
を
述
べ
、
中
に
は
感
激
の
あ

ま
り
涙
す
る
留
学
生
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
集
合
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
名
残

惜
し
い
う
ち
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

                

あ
ぶ
く
ま
農
学
校 

運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た  

農
村
体
験
交
流
事
業
報
告 

～
東
京
工
業
大
学
留
学
生
～ 

△会議風景 

△ホームステイ先の人と楽しいひと時・・ △そば打ち体験と被災地視察の様子 

△東根小学校訪問 △お別れ会の様子（オークプラザ） 
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北
郷
小
学
校
で
は
、
五
月
九
日
に
五
学

年
二
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
入
校
式

を
小
学
校
の
校
庭
で
行
い
、
あ
ぶ
く
ま
農

学
校
の
副
校
長
で
も
あ
る
佐
山
教
育
長
か

ら
御
挨
拶
を
頂
き
、
そ
の
後
、
学
習
田
へ

移
動
し
農
協
青
年
部
北
郷
支
部
の
方
々
か

ら
田
植
え
指
導
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
三
十
ア
ー
ル

の
学
習
田
で
「
つ
や
姫
」
を
植
え
ま
し
た
。

児
童
は
田
植
え
（
手
植
え
）
を
経
験
し
て

い
る
子
が
少
な
く
青
年
部
の
方
で
念
入
り

に
手
順
を
教
え
て
頂
き
無
事
終
了
し
ま
し

た
児
童
の
中
に
は
田
植
え
の
際
に
泥
だ
ら

け
に
な
っ
た
の
を
理
由
に
田
ん
ぼ
に
飛
び

込
む
児
童
も
あ
り
、
ま
わ
り
か
ら
笑
い
を

誘
い
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
笑
顔
の
絶
え

な
い
田
植
え
体
験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。 

                    

                          

枝
野
小
学
校
で
は
、
本
年
度
よ
り
下
目

黒
小
学
校
と
の
交
流
が
新
た
に
始
ま
り
ま

し
た
。
五
月
十
一
日
に
枝
野
小
学
校
全
校

生
徒
八
十
七
名
、
下
目
黒
小
学
校
か
ら
は

児
童
二
十
名
と
実
行
委
員
四
名
、
校
長
先

生
と
教
員
二
名
の
計
二
十
七
名
が
田
植
え

体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

五
月
十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
、
久

し
ぶ
り
の
学
校
間
の
交
流
再
開
に
最
初
戸

惑
っ
た
よ
う
な
児
童
も
あ
り
ま
し
た
が
す

ぐ
に
溶
け
込
み
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

に
宿
泊
し
た
児
童
も
多
数
あ
り
、
学
校
間

交
流
の
再
開
を
両
校
の
児
童
た
ち
も
満
喫

し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
田
植
え
指
導
は

実
行
委
員
会
委
員
で
も
あ
る
農
協
青
年
部

枝
野
支
部
が
中
心
に
行
い
、
約
七
ア
ー
ル

の
田
ん
ぼ
に
、「
つ
や
姫
」
を
手
植
え
し
ま

し
た
。
次
の
日
は
角
田
市
資
料
館
、
旧
中 

    

浜
小
学
校
、
道
の
駅
か
く
だ
等
を
見
学
し

阿
武
隈
急
行
で
角
田
か
ら
福
島
ま
で
行
っ

た
後
、
秋
の
稲
刈
り
時
の
再
開
を
楽
し
み

に
新
幹
線
に
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た 

   

西
根
小
学
校
で
は
、
五
月
十
八
日
に
全

校
生
徒
六
十
八
名
と
月
光
原
小
学
校
有
志

の
会
の
児
童
二
十
六
名
、
中
学
生
二
名
、

有
志
の
会
四
名
、
教
員
三
名
の
計
三
十
五

名
が
「
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
」
に
入
校
し
、

西
根
小
児
童
と
交
流
を
行
い
、
そ
の
後
、

学
校
田
に
向
か
い
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
約
七
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
「
み
や
こ
が

ね
も
ち
」
と
い
う
も
ち
米
を
植
え
ま
し
た
。

田
植
え
に
は
西
根
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

の
み
な
さ
ん
が
指
導
に
当
た
り
、
無
事
田

植
え
を
終
了
し
小
学
校
に
戻
っ
た
後
、
月

光
原
小
学
校
児
童
に
田
植
え
体
験
修
了
書

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
月
光
原
小
学
校
児
童

と
有
志
の
会
は
十
八
日
、
十
九
日
の
二
日

間
に
渡
り
角
田
に
滞
在
い
た
し
ま
し
た
。 

                 

そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
学
習
田
の
立
て
看
板

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

                                         

食
農
教
育 

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
農
業
体
験
学
習
『
春
』 

緑
ヶ
丘
小
・
北
郷
小 

下
目
黒
小
・
枝
野
小 

月
光
原
小
・
西
根
小 

△緑ヶ丘小・北郷小 

（6月12日現在草丈40.5ｃｍ） 

△月光原小・西根小 

（6月12日現在草丈 36ｃｍ） 

 

※
現
在
の
田
ん
ぼ
の
様
子
は
、
当
公
社
の

ブ
ロ
グ
『
こ
れ
が
ぼ
く
ら
の
田
ん
ぼ
だ

ぞ
』h

ttp
://k

a
k

u
n

o
u

4
.e

x
b
lo

g
.jp

/

か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

△下目黒小・枝野小 

（6 月 12 日現在草丈 30.5ｃｍ） 
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募集のお知らせ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 農地中間管理事業が平成 26 年に開始して更に事業の加速が必要であり、そのため、地域の話し合いの気運
を高めて農地の集積・集約化を進める必要があることから、法改正が行われ令和元年 5 月 24 日公布されまし
た。 
 〇農地・集積集約化を支援する体制の一体化 
  農地利用集積円滑化事業（現在角田市農業振興公社が実施している事業）次の措置をして、農地中間管理
事業と一体化する。円滑化事業は廃止となる。 

  ●機構が配分計画案の作成を求める先に、実績のある円滑化団体が作成できるように。 
  ●機構の実施区域を円滑化事業と同じ「市街化区域外」に拡大する。 
  ●機構が円滑化団体の契約関係を簡単な手続きで承継できるようにする。 
  ●この施行期日は、公布の日から 1 年 3 ヶ月以内に。 
 〇農地中間管理機構の仕組みの改善 
  ●機構の借入・貸付の 2 つの計画（集積計画と配分計画）が必要となるが、市町村の集積計画のみで、一

括して権利の設定をする仕組みを創設。 
  ●配分計画の縦覧を廃止する。 
  ●利用状況報告の義務付けを廃止する。 
 〇担い手確保等 
  ●認定農業者制度で、市町村の事務を県又は国が処理する仕組みを創設などです。 
 
【農業簿記検定受講者募集】 

農業者の所得申告は、「収入金課税」「収支計算」へと変遷し、記帳義務
が課せられるようになりました。また、税務上のみならず、個々の農業経
営者として経営内容を把握し自立経営に役立てるという意味で、簿記記帳
は非常に重要なツールとなっています。つきましては、令和元年度の農業
簿記検定３級のための勉強会を下記により開催しますので希望する方は公社までお申込みください。 
  ※「農業簿記 2 級」の受験に向けての勉強会はありませんが、当公社を会場 

で受験をすることが可能ですのでご相談ください。 
 
◎開催予定時期； 令和元年１０月下旬から１１月中旬まで６日程度 
◎場所/ 公社会議室等  募集人員/ ７名程度  講師/ 税理士ほか 
◎負担金/ 公社会員は 2,500 円（テキスト代・受験料） 

  ◎申込み期限 令和元年９月２７日（金）まで 
 
 
 

 

 

 
角田絆交流では、５月２５日、２６日の２日間に目黒区緑ヶ丘小学校

の児童とその保護者、校長等２４名が来られました。 
５月２５日の初日は朝早くにバスで東京を出発し、正午に角田市の北

郷自治センターに到着後、北郷小学習田前にて集合写真を撮り、絆交流
田に移動し、その場所で昼食を取ったあと田植えが行われました。 
この日は朝から天気が良く雲ひとつ無い快晴で北郷青年部の指導の

下、約３０アールの田んぼに「つや姫」を手植えしました。 
２日目は、朝から震災で被災した山元町旧中浜小学校に被災地見学を

行い、その後絆ポート亘理、角田に戻り西根五区の山ノ内分校にて昼食
に手打ちそばを食べ「あぐりっと」にて買い物しツアーは終了しました。 

目黒角田絆交流実行委員会が田植え体験を開催 

【
四
月
か
ら
の
公
社
の
職
員
体
制
で
す
。】 

農地中間管理事業の法律改正の概要 

事務局長（市より） 

仙石利幸 
 

主任専門員（市より） 

山田秀一 
 

日下隆博 

斎 正昭 

毛利伝一 

佐藤裕美 

馬場紀男 


